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H（『神戸淀の浜（住宅

－」

「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
国
際
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

８
月
９
日
（
土
）
開
催

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
「
ひ
と
未

来
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
８
月
に
は
「
兵

庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
「
神
戸
赤
十

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
（
東
部
新
都
心
）
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
め
ざ
し
、
「
神
戸
市
復
興
計

画
」
で
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
神
戸
市
が
中
心
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
き
た
。

震
災
か
ら
の
教
訓
で
あ
る
、
「
い
の
ち
」
の
尊
厳
を
支
え
る
上
で
、
不
可
欠
な
都
市
空
間
と
し
て
、
着
々

と
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
８
月
１
日
に
は
「
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
「
神
戸
赤
十
字
病
院
」
が
開

設
。
来
春
、
開
設
予
定
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
」
が
加
わ
れ
ば
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
の
中

核
部
は
完
成
し
、
新
し
い
都
市
文
明
を
先
導
す
る
施
設
群
が
誕
生
す
る
。

「
い
の
ち
」
を
守
り
、
健
や
か
に
「
生
き
る
」

新
し
い
都
会
文
明
を
先
導
す
る
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸

／
国際湿康開発センター

(WHO神戸センター等入居）／

〈
開
催
イ
ベ
ン
ト
〉

○
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
に

住
む
外
国
人
留
学
生
、
研
修
員
と
地
域

住
民
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

三 二一

インターナショナル盆踊り

JICA兵庫国際センター

字
病
院
」
が
オ
ー
プ
ン
。
ま
す
ま
す
街

と
し
て
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
い
る
神
戸

東
部
新
都
心
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
」
で
、
８

月
９
日
（
土
）
に
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
国
際
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
る
。

兵輝県立美術館一「芸術の飽」一

一
■

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
実
施
ｃ

※
出
場
に
は
事
前
登
録
が
必
要

場
所
国
際
協
力
事
業
団
兵
庫
国
際
セ

ン
タ
ー
講
堂

時
間
、
唖
帥
～
皿
岬
晦

○
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス

場
所
兵
庫
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」

３
階
南
側
大
ひ
さ
し
下

時
間
皿
》
、
～
晦
唖
卯

○
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

在
住
外
国
人
に
日
本
文
化
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
を
中
心
と
し

た
地
域
住
民
と
在
住
外
国
人
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
和
太
鼓
、

三
味
線
の
演
奏
の
ほ
か
、
地
元
の
学
校

な
ど
の
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披
露
。

場
所
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
「
ひ

と
未
来
館
」
前
広
場
（
雨
天
時
、

国
際
協
力
事
業
団
兵
庫
国
際
セ

ン
タ
ー
内
）
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瞳q_｣ＬＪと再審遺旦リア瞳q_｣ＬＪと再審遺旦リア

HAT神戸脇の浜（住宅）
神戸市営
筒井住宅

ﾙﾈｼﾃｨ脇浜町

,脇浜町第２(住宅）

包

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
国
際
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

読
者
募
集
中
Ｉ

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
各
機
関
の
取
組
な

ど
の
最
新
情
報
。
月
１
回
、
毎
月
末

発
行

耳
ｇ
ミ
ミ
君
君
．
ご
ｏ
琶
吉
．
胃
．
－
頁
目
眉
目
ヨ
ミ

｡『グー＝

望墾些墜張碧
＝＝一

神戸1坊災合同同言

］L

3３

包

阪神･淡路大璽災配念

人と防災未来センター

L謬蛋＝

こころのケア研究・研修センター（仮称）

･県立箱神保伽掴誹センターイメージパース

日本而司-字社兵庫環支部,
兵血県赤十字血液センターイメージパース

'ｌｑＥ田

一

雷雲零雲雷雲零雲
フン

戦雲一一 瞳きさ公民瞳きさ公民

ヤー毎ヤー毎

兵nZ県災害疾蒋センター･神戸赤十字病院
イメージパース

時
間
肥
》
、
～
肥
畢
㈹

○
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
盆
踊
り

在
住
外
国
人
に
日
本
の
夏
の
風
物
詩
で

あ
る
「
盆
踊
り
」
な
ど
の
日
本
文
化
を

紹
介
し
、
国
籍
や
世
代
を
超
え
た
交
流

を
図
る
。
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
盆
踊

り
の
説
明
、
留
学
生
等
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
外
国
人
へ
の
浴
衣
貸
出
な
ど

実
施
。

場
所
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
・
な
ぎ
さ
公
園

（
雨
天
時
、
国
際
協
力
事
業
団

兵
庫
国
際
セ
ン
タ
ー
講
堂
）

時
間
喝
配
卯
～
釦
“
㈹

○
国
際
関
係
機
関
紹
介
パ
ネ
ル
展

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
内
に
集
積
す
る
国
際
関
係

機
関
・
施
設
等
の
概
要
や
最
新
の
最
新

の
研
究
成
果
等
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を

展
示
し
、
各
機
関
・
施
設
へ
の
理
解
を

深
め
る
。

場
所
国
際
協
力
事
業
団
兵
庫
国
際
セ

ン
タ
ー

※
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
無
料
（
た
だ

し
、
飲
食
屋
台
等
は
一
部
有
料
）

※
来
場
は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

『

号忠
回回

■
『
望
Ⅶ
骨
皿 周

印
加

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

財
団
法
人
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
国
際
広
報
セ
ン
タ
ー
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
１
２
３
０
１
３
２
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
１
２
３
０
１
３
２
８
０
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3４

８
月
１
日
、
神
戸
東
部
新
都
心
（
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
）
に
、
救
援
教
護
活
動
の

拠
点
と
な
る
神
戸
赤
十
字
病
院
、
及
び
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
・
兵
庫

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
た
。

災
害
時
の
救
援
救
護
活
動
の
拠
点
施
設

神
一
戸
赤
十
字
病
院
・
血
液
セ
ン
タ
ー
・
日
赤
兵
庫
県
支
部

兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
合
同
オ
ー
プ
ン

当

ﾕ､』＝”私

WＪWＪ

合同開設記念式典ＣＴ室

神戸赤十字病院に隣接する兵庫県災害医療センター

血管撮影室

況目:霊誌躍w霊罫玩

憎報指令センター

／一=ア

７
月
記
日
、
神
戸
赤
十
字
病
院
で
合

同
開
設
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
施
設
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
救
援
救

護
活
動
を
よ
り
早
く
、
効
果
的
に
行
な

う
た
め
、
兵
庫
県
が
設
置
す
る
兵
庫
県

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
災

害
時
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
す
。

災
害
時
に
は
、
臨
時
増
床
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
被
災
地
か
ら
一
人
で
も
多

く
の
患
者
を
受
け
入
れ
診
療
が
行
な
え

る
よ
う
、
研
修
室
や
ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト

リ
ー
ト
等
に
医
療
ガ
ス
配
管
を
行
な
う

な
ど
の
設
備
上
の
工
夫
が
ほ
ど
こ
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
神
戸
赤
十
字
病
院
の
屋

上
に
は
非
公
共
用
へ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
、

平
時
で
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
急

患
者
配
送
に
対
応
で
き
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

情
報
に
関
す
る
設
備
も
整
え
ら
れ
、

兵
庫
県
広
域
災
害
・
救
急
情
報
シ
ス
テ

ム
の
基
地
で
あ
る
兵
庫
県
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
情
報
を
踏
ま
え
、

同
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
効
果
的

で
的
確
な
災
害
救
護
活
動
が
展
開
で
き

る
。
赤
十
字
と
兵
庫
県
が
連
携
し
、
県
内

は
も
と
よ
り
、
広
く
海
外
に
も
目
を
向

け
た
災
害
救
護
の
拠
点
施
設
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。
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3５

ＨｙｏｇｏｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＰｌａｚａ

～ひろげよう､交流の輪～

ひょうご国際プラザ
◆国際1情報センター
１６カ国の新聞･雑誌の閲覧､各国事情や国際交流な

どに関する1万6千冊以上の図書の貸出､インターネ

ットなどが無料で利用でき､世界の様々な情報を入手

できます。

◆交流ホール/交流ギャラリー
会議やｲべﾝﾄ､セミナーなど多目的にご利用できます。

◆スタディツアー参加団体募集中
１５年度､新たなブﾛグﾗﾑを整備しました

（所要時間は各20分)。

①CIR(国際交流員)青年が語る
～各国文化と兵庫県～

②HAT神戸の国際機関概説

③兵庫県国際交流協会の取り組み

④ひょうご国際プラザ施設見学

組み合わせは自由。

各種研修や総合学習などで｢ひょうご国際プラザ｣を

体験してみませんか。

月～金､9:00～17:00.無料｡10人以上の団体対象。

1ヶ月前までに下記にご連絡ください。

【利用時間】

月～金曜日９:00～20:00(土曜日17:00まで）

日曜､祝祭日､年末年始は休館

【住所･連絡先】

〒651-0073神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1

TEL:(078)230-3260FAX:(078)230-3280

ホームページアドレスhttpWwww､hyogo-ip・orjp

(財)兵庫県国際交流協会
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展豊i必
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器
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押
俣
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目

お

見ヤ
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I鰯
》鵬咽I窒ｌｌｉ雲
圏皐由

Ｌ.

．
第
三
回
現
代
俳
句
大
賞
受
賞
記
念
に
（
三
樹
彦
写
俳
）

し、

3６

･1で吟_三陸些竺

一

騒一雪

且昌一

財
団
法
人
本
州
四
国
連
絡
道
路
管
理
協
会

驚
長
幸
前
成
隆

神
戸
市
中
央
区
雲
井
逝
四
・
一
・
‐
鑑

冥
宮
東
ピ
ル
４
Ｆ

雄
話
（
○
七
八
）
二
四
二
－
三
八
三
三

社
会
柵
祉
法
人
明
進
曾
た
る
み
保
育
園

器
長
並
川
明
子

鷺
局
長
中
後
寛

神
戸
市
聴
水
区
平
磯
四
・
五
‐
一
四

砥
話
（
○
七
八
）
七
○
七
’
五
八
八
八

学
校
法
人
行
吉
学
園
学
園
長

神神
戸
女
子
大
学
神
戸
女
子
短
期
大
学

戸
女
子
大
学
瀬
戸
短
期
大
学

医
簡
士
行
吉
哉
女

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
四
’
七
’
一
・

砥
話
（
○
七
八
）
鐘
Ｏ
穏
・
四
七
・
一

経
済
学
者

新
野
幸
次
郎

財
団
法
人
井
植
記
念
会

緊
長
井
植
貞
雄

砥神
戸
市
垂
水
区
背
山
台
》
・
‐
一
莞
Ｌ
》

話
（
Ｏ
七
八
）
七
郵
・
１
五
二
一
六
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一
存
在
の
筋

－

ー

ｴI

綴

綴
呼
ぶ
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iii識

有
古
特
許
事
務
所

所
長
・
弁
理
士
角
田
嘉
宏

神
戸
市
中
央
区
東
町
唖
二
三
・
》
一

貿
易
ビ
ル
３
階

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
八
八
一
莞
。

辻
尾
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
辻
尾
一
仁

神
戸
市
北
区
南
五
薬
一
’
二
四

堀
話
（
○
七
八
）
五
九
一
一
’
一
○
○
二

有
限
会
社
テ
ィ
エ
ス
プ
ラ
ン

代
表
取
締
役
霜
寄
敏
文

明
石
市
朝
霧
町
三
，
一
五
：
言
一

近
話
（
○
七
八
）
九
》
－
１
》
五
七
○

横
山
倉
庫
株
式
会
社

取
締
役
社
長
横
山
吉
雄

神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
八
’
一
’
五

砥
話
（
○
七
八
）
宝
三
一
‐
・
五
三
三

株
式
会
社
ド
ン
ク

代
表
取
締
役
社
長
酒
井
敬
補

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
－
１
謹
一
’
一

堀
話
（
○
七
八
）
七
五
一
‐
‐
‐
五
二
一
六
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文藤科学鞠経済壷薬宿湧可

社団法人

全日本きものｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ協会

会長山中典士

東京都千代田区神田錦町３－２０
TELO3-3219L3015

株式会社瀬戸本淳建築研究室

代表取締役瀬戸本淳

神戸市中央区海岸道１－１－１

神戸郵
TEL,078333.0138

有限会社オフイスマーメイド

代表取締役谷口享子

神戸市西区美賀多台1-92.2.1405
TEL､078.”28621

株式会社テツク

代表取締役永田貴美夫

神戸市中央区港島29.1
ＴＥＬ078.30型０１１

日本へルスファーム株式会社

代表取締役若木輝男

西宮市瓦林町2.12
亜ELO798-6587“
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3９

株式会社アシツクス

取締役会長鬼塚喜八郎

神戸市中央区港島中町ね.１
Ｔ河』078.303?2230

神戸マリンホテルズ株式会社

代変取締役社長山本律

神戸市垂水区東舜子町l8-11
TEL,O78P7053711<代）

播磨信用金庫

麹畷和田長平

姫路市南駅前町110稀地
ＴＥＬ0792厘81-3939

サロン・ド・あいり

福原初子大崎泰三

神戸市中央区巽井通4-1-23
アステイ三宮207

ＴＥＬ＆FAXO78241-1898

古美術新井

代表新井みき

神戸市灘
ＴＥＬ〔

5－１３
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一東書道会

会長井茂圭洞

神戸市兵駆
TEL.〃

区水木通4.1-19
顕7７，００１

一絃須磨琴保存会

会長小池弘三

小池美代子

三浦徳子

山崎八重子
神戸市須畷区須磨寺町‘I“
TFT.《W窪731勺･116

丹波焼・延年窯

市野弘之

篠山市今田町上立杭449.1
TEL､795.97.22]２

関西和装学院

学院長原仁美

ｽﾃﾂブｺー ｽ･ｾｶﾝドコース8ケ月32回楽しいきものfit界です

神戸市須磨区禅昌寺町Lll-1
TEL‘078732と0693

兵庫県いけばな協会

会長中山景甫

神戸市中央区下山手通5.10.l

兵庫県県民生活部生活文化局芸術文化郷内
TEL､078-341-7711内線2851

嵯峨御流神戸司所

司所長吉田泰巳

神戸市中央区元町通3-9-4
元町カルチャー倶楽郁
TEL､078.333.5321
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4１

貞松・浜田バレエ団

代表貞松融

浜田蓉子

神戸市稚区畑原通3‘６
TEL078861.2609

神戸マリンバソサエティー

代表宮本慶子

８月24Ｈ１:00ピﾌﾚﾎー ﾙにてマリンバｺﾝｻー ﾄを間脳。

神戸市灘区曽和町24鼻７
TELO78-821-6838

神戸波の会

会長岡田征士郎

美しい､日本のことばとうたを求めて､35年戦いつづけてい室す

神戸市垂水区本多間2-63
ＴＥＬ,07群81.2786

女声ｱﾝｻﾝプﾙｴｺ，エレ"ﾃ伽遡3,年）
女声合唱団エコ･エレガンテ(創立20年）

代表声楽家有川隆子
９月27日(土>2:30大阪市中央fL会蛍
女声合唱団ｴﾆｺ･‘ヱレガンテﾘｻｲﾀﾙ

TEL､078-861.8766

ｿプﾗﾉ歌手喜多あゆみ
心は熟<歌声は涼やかに。
今瓦もどうぞ堂し<お剛い致します。

湾屋市束芦屋町7-5211
ＴＥＬ､07罪38.7429

知香流

総家成瀬香梅
家元成瀬香泉

神戸市灘区深田町23-4
TELO78F851-8113

華道専正池坊

日本礼堂小笠原流

家元諸泉頼子
暴中お見輝申し上げます。

神戸市束淀区住吉山手３．２．２１
TEL078.811-1601

NPO法人国際音楽協会

郵長張文乃

糾中御見鐸申し上げます。
梶神戸市･天津市友好祁市提携３０周年

神戸市中央区下山手通2.13.9
Ｔｍ40783922711

創花人(つくりぱなぴと）

ミモザグループ主宰

佐藤悦枝

神戸市中央区山本通3-76
ワコーーレ山本通センチイオ302
TEL､078-231イ０７０

中 右瑛
近著(各１β00m】

°夢二ドキュメント
波淵万丈・恋人生

③北斎セツのナゾ

五三郎会

花柳芳五三郎

雲内町4-721
78.261.2617

若柳流金鈴会

若柳吉金吾

神戸市中央区捕町５．１．７
TELD78341-6832

若由会

若柳吉由二
９月ふれあいの祭典国際ホール
１２月吉没乃会神戸文化ホールよろしく

神戸市垂水区平磯423
TELO78706-0113

地唄舞神崎流

神輔流の輔蔵を守り本来の舞を
広め発展きせたく思います。

ＴＦＬ078回41Ｍ528

詩人岡本真穂

脚本其魂斎話築来年出版予定Ⅱ

『神戸はしけの女』進戦中

神戸市東灘区向洋町5.1-522-1306
樋ELO78-857-OO93
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優
し
く
て

明
る
い
笑
顔
が
魅
力

4２

ポートアイランドにて／米田英男

業
務
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
楽
し
舗
措
妖
緬
極
一
一

く
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
、
孫
と

同
世
代
と
思
え
な
い
ほ
ど
の
人
間
的
な
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

初
対
面
の
人
が
先
ず
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
、
女
優
の
高
岡

早
紀
さ
ん
に
そ
っ
く
り
。
こ
の
素
敵
な
彼
女
に
接
し
て
、
神
戸
の
男
性
諸

氏
は
心
身
と
も
に
い
や
さ
れ
る
こ
と
請
合
い
で
す
。

今
後
神
戸
を
明
る
く
す
る
た
め
に
も
、
ま
す
ま
す
あ
な
た
の
魅
力
を
発

揮
し
て
ほ
し
い
も
の
と
、
大
き
な
期
待
と
と
も
に
、
大
き
な
声
援
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

（
株
式
会
社
ケ
イ
・
プ
ラ
ネ
ッ
ッ
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
！

タ
ー
）

ま
さ
よ

小
池
真
代
さ
ん

小
池
真
代
さ
ん
は
私
の
親
交
の
あ
る
宝

塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
千
寿
慧
さ
ん
が
代
表
の
、

ケ
イ
・
プ
ラ
ネ
ッ
ッ
に
勤
務
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
、
そ
の
き
び
き
び
と
し
た
活

発
な
動
作
と
、
と
て
も
素
直
で
明
る
く
人

と
接
す
る
の
が
天
職
と
し
て
、
そ
の
日
常

写
篇
目
浸
呂
言
邑
副
醜
画
瞳
旨
う
些
号
景
号
害
号

神
戸
の
境
嬢
さ
ん
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ポートアイランドにて／米田英男

稲
森
さ
や
か
さ
ん

（
株
式
会
社
大
月
真
珠
勤
務
）

真
珠
の
よ
う
な

ノ
ー
ブ
ル
な
美
し
さ

4３

神
戸
の
境
嬢
さ
ん

字
画
艶
亀
号
廓
呂
邑
郵
吻
層
畠
令
島
伊
閣
課
弓
吾
鵠

Ⅱ

用

Ⅱ

用

’

る
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

推
薦
者
近
藤
英
二

株
式
会
社
こ
ん
ど
う
代
表
取
締
役

学
生
の
こ
ろ
か
ら
お
母
様
よ
り
茶
道
を

教
わ
り
、
た
い
へ
ん
お
淑
や
か
で
あ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ッ
ジ
ム
で
体

を
鍛
え
た
り
と
い
う
活
発
な
面
も
あ
っ
て
、
明
る
く
元
気
な
は
つ
ら
つ
と

し
た
お
嬢
さ
ん
で
す
。
何
事
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
英
会
話
の
勉
強

を
今
も
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

優
し
い
ご
両
親
の
も
と
に
育
ま
れ
、
家
族
思
い
の
さ
や
か
さ
ん
。
誰
か

ら
も
好
感
を
持
た
れ
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
女
性
で
す
。

私
の
後
錐
の
娘
さ
ん
で
あ
る
稲
森
さ
や

か
さ
ん
は
関
西
大
学
卒
業
後
、
（
株
）
大
月

真
珠
に
入
社
さ
れ
今
年
で
二
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
会
社
の
顔
で
も
あ
る
受
付
に
ふ

き
わ
し
く
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
い
つ

も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
さ
わ
や
か
に
応
対
す

へ

港
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雷鐸鐙鞠套妻書書雫'誕術

フォスホ下移転しました！
、画下ｎｍ園同回ｊ南改札壱出て、エレベーターで地下Ｔ画へ．

魯凋錨M鎖，

★Ｂｎの星占い

鍵識繍繍繍議雲懸騨1鰯i識蒙蕊議溌
崎邑]廻宿I”司転gU唖皿““、ｔ譲り画両伸〃glvLnで坤］､両バ．隠準ｺﾛｶ”のn．入劃脆て'二ji””

木下博嗣
きのしたひろし

Ｒ２

鱈;馬
一'二雪一
生し

$“』那凸５５．駒・郡LＯ

戸市営1脚下

いファン層をもち、鑑定は常に

妊」

~(濁
丑弧
！』鞠.塑皿

「

現在、占い師タレントとしてテレビや雑誌などでも活躍中。
計会世相では、今まで「日本人ノーベル賞受賞」「雅子様御懐、

「テロ｣を的中いたしました。甘いマスクと適切なアド；パイスで、

男女を問わず10代から70代と幅広いファン層をもち、鑑定は常
３週間先まで予約いっぱいの状態。
ファンクラブは会員300名を突破１
Ｌ

目②小牢睡Ｐ血 望｣山

露 ｒロ

〆胤‘ 阿
少１

上H】圏EE剥腿Ｉｊ胡
ＩＤ隅r,'『1唾画副

ILM口嘩０劃.′錘虫玄喰。

.F理蒋

‘i蛾

産経新聞連城

諦談社『KANSAI1週間』
角川書店『kansaiwaIkerChoChoU』
京阪神エルマガジン社『ManiMani』
小学館『美的』

光爽社『週刊女性自身』
マガジンハウスⅡHanako』ほか

ノ

、

ＪＲ三宮

涯
識

》
一
一
套
需
一
Ｆ

一
・
識

溌

日･月･火･金･隔週土
１３.(１０－１６旨００／１７８００－２０‘００

鑑定料：5000円/30分
通信鑑定も行っております

ｆ時完全予約制☆
ご予約・お問い合わせ

7EL,078厘265-1670
オフィス木下マネージメントデスク

【新住所】

〒650-0002神戸市中央区北野町１

新神戸オリエンタルアベニュー巳1Ｆ
（株式会社ノイエ事務所内）
(電鯖番号・鑑定日等変更鯵ございません｡）

KissＦＭ『ＨＯ,ＶＩＤＰＡＲＫ』出演中！
〈毎月最終日曜２２:００～）

毎日放送『眼河ヒカイチ』
関西テレビ『怪傑えみちゃんねる』

関西テレビ『なんぽDE塚んぽ』
関西テレビ『北野タクシー』
関西テレビ『週間VWest』
関西テレビ『ほんじゃに！』

詞売テレビ『だまびだ』ほか
オ 下 し

;史 肯雨下、『顧

桃
神戸市
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ct，年

海外特別企画

4６

竪既2ハニ目(XXXい､へ。
ぐ;ろうと

の

ま ﾓノでい つ

少

今回は､神戸クラシックカークラブのｻﾝﾏﾘﾉ共和国

衣斐孝雄さんが､イタリアのクラシックカーの
ビｯゲイベント｢ﾐｯﾚ･ﾐﾘｱ2003｣に参加
しました｡その2日目からゴールまでの道中記です。

神戸のクランンクカ

－

に

イタリア
フ

各
ス
タ
ン
プ
地
点
で
は
、
そ
の
地
の
産

地
の
チ
ー
ズ
や
ハ
ム
、
果
物
、
オ
リ
ー
ブ

油
等
、
中
世
の
民
族
衣
装
の
可
愛
い
娘
さ

ん
達
が
差
し
入
れ
し
て
く
れ
る
。

あ
ま
り
可
愛
い
の
で
．
・
ド
ラ
イ
バ
ー
降

ろ
し
て
お
土
産
と
一
緒
に
連
れ
て
行
き
た

く
な
る
。

時
に
は
ワ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
め

と
紙
コ
ッ
プ
を
出
す
、
「
ノ
ー
グ
ラ
ツ
ィ

エ
」
と
断
る
と
、
ど
う
し
て
だ
？
「
ぐ
っ
と
、

一
杯
ひ
っ
か
け
ろ
！
」
と
肩
を
す
く
め
て
両

手
を
広
げ
る
。

日
本
だ
と
こ
れ
で
罰
金
鋤
万
円
Ｉ

ル
ン
ル
ン
気
分
で
走
っ
て
い
る
内
に
、

ア
ッ
シ
ジ
（
シ
腸
置
）
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
ポ

イ
ン
ト
を
忘
れ
印
、
近
く
走
り
過
ぎ
ス
ポ

レ
ー
ト
（
の
冒
一
の
ｇ
）
と
い
う
地
点
ま
で
来

て
し
ま
っ
て
い
る
。

一
か
所
で
も
ス
タ
ン
プ
を
押
し
忘
れ
る
と

アストンマーテイン･ルマン1932年製

文:衣斐孝雄

日
目
朝
７
時
、
６
２
０
ｍ
ロ
ー
マ
に

ワ
ム
向
け
て
ス
タ
ー
ト
。
昨
日
は
真
っ
暗

闇
を
走
っ
て
い
た
の
で
何
も
見
え
な
か
っ

た
が
、
天
気
は
快
晴
、
ブ
ド
ウ
畑
の
田
圃

風
景
に
赤
、
白
、
黄
、
青
、
色
と
り
ど
り

の
可
愛
ら
し
い
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
後

先
連
ね
て
走
る
。
ま
る
で
絵
の
よ
う
だ
と

い
う
の
は
こ
の
事
だ
Ｉ

街
中
を
通
過
す
る
時
は
交
差
点
の
お
巡

り
さ
ん
が
、
他
の
車
を
全
部
止
め
、
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
か
し
て
く
れ
る
。

モ
ザ
イ
ク
需
撰
煙
れ
る
ラ
ヴ
エ
ン
ナ
毎
ｓ
扇
自
己

の
町
中
を
ぬ
叶
八
サ
ン
・
マ
リ
ノ
角
８
．
留
鳥
胃
冒
。
）

小
さ
な
共
和
国
国
家
（
珍
し
い
切
手
を
出

す
の
で
有
名
）
を
走
り
ぬ
け
る
。

オ
リ
ー
ブ
と
ブ
ド
ウ
の
生
い
茂
る
丘
に

包
ま
れ
た
城
壁
の
町
、
ア
レ
ッ
ッ
ォ
（
シ
制
§
○
）
、

ペ
ル
ー
ジ
ャ
（
弓
関
長
冒
）
と
…
ど
ん
ど
ん

走
る
。
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乗
せ
ら
れ
て
、
つ
い
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
す

ぎ
な
い
よ
う
に
、
抑
え
て
抑
え
て
歓
声
の

の
で
雷
あ
る
。

ト
ス
ヵ
ー
ナ
の
古
都
、
シ
ェ
ナ
命
荷
目
）
、

「
ト
ス
カ
ー
ナ
の
真
珠
」
と
呼
ば
れ
て
世
界

で
一
番
美
し
い
と
言
え
る
「
カ
ン
ボ
広
場
」

で
ス
タ
ン
プ
Ｑ

中
世
時
代
の
町
並
み
を
そ
の
ま
ま
残
し
、

蝿
世
紀
か
ら
時
を
止
め
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
。フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
沿
道
で
在
住
の
日
本

人
御
夫
婦
に
声
を
か
け
ら
れ
る
。

大
阪
・
豊
中
市
の
人
だ
と
い
う
、
「
毎
年

此
処
で
観
て
い
る
の
、
来
年
ま
た
会
い
ま

し
ょ
う
ｌ
…
」
と
手
を
振
ら
れ
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
町
を
通
過
し
て
、
憧
れ

の
名
車
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
お
膝
元
モ
デ
ナ

（
富
○
口
両
ｚ
と
の
町
で
最
後
の
競
技
を
行

い
、
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う
、
陽
も
だ
ん
だ

ん
暮
れ
て
く
る
。

最
終
ゴ
ー
ル
の
ブ
レ
シ
ア
ま
で
あ
と
約

１
７
０
ｍ
、
こ
の
ま
ま
行
く
と
完
走
で
き

る
ぞ
Ｉ
今
が
一
番
大
切
な
時
、
沿
道
の
歓
声
に

｝
骨

磯坪鍔

RAVENNA中世時代の美女からの歓迎 GAMBETTOLA中世時代の衣装での歓迎

、
４

完
走
し
て
て
も
失
格
で
あ
る
。
リ
タ
イ

ア
扱
い
で
あ
る
。

一
戻
る
か
？
、
捨
て
る
か
？
頭
は
パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
。

「
よ
ぉ
－
し
、
戻
ろ
う
！
」
今
来
た
道
を

Ｕ
タ
ー
ン
。

沿
道
の
人
々
は
、
反
対
、
反
対
と
後
ろ

を
指
さ
す
。
戻
り
道
を
聞
く
と
か
え
っ
て

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

仲
間
の
車
と
す
れ
違
う
！
「
ど
う
さ
れ
ま

し
た
？
」
「
イ
ヤ
ァ
ー
ち
ょ
っ
と
忘
れ
物
！
」

と
…
あ
っ
ち
だ
、
こ
っ
ち
だ
と
聞
き
、
迷
い
な

が
ら
、
オ
リ
ー
ブ
丘
の
上
、
ア
シ
ッ
ジ
参
閉
邑

の
町
の
ス
タ
ン
プ
地
点
、
店
じ
ま
い
し
て

い
る
所
へ
滑
り
込
ん
だ
。

最
後
尾
車
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

ロ
ー
マ
ま
で
頑
張
ろ
う
！

３
日
目
、
ロ
ー
マ
か
ら
最
終
ゴ
ー
ル
、

ブ
レ
シ
ア
ま
で
６
５
７
ｍ
沿
道
の
人
達
の

歓
迎
は
応
援
は
と
て
も
暖
か
い
。

古
代
ロ
ー
マ
の
動
脈
で
あ
っ
た
カ
ッ
シ

ア
街
道
沿
い
に
あ
る
「
聖
な
る
地
」
ヴ
ィ
テ

ル
ボ
、
町
の
中
心
は
中
世
の
面
影
そ
の
も

イタリア警察の白バイが全コースを先導

謂縄諺

一－二竺壁鯉
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4８

嵐
の
中
ブ
レ
シ
ア
ヘ
ゴ
ー
ル
、
冨
琶
①

富
》
怪
画
（
１
０
０
マ
イ
ル
）
無
事
完
走
！

隣
り
の
息
子
と
握
手
、
親
子
パ
ワ
ー
で

良
く
頑
張
っ
た
ナ
ァ
と
感
動
感
激
の
瞬
間

で
あ
っ
た
。

翌
日
、
表
彰
式
で
ま
さ
か
と
思
っ
て
い

た
部
門
別
優
勝
（
各
国
別
）
、
表
彰
台
へ
と

名
前
を
呼
ば
れ
た
時
、
間
違
い
で
は
な
い

か
！
と
周
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
頂
け
る
な
ん
て
、
初

参
加
で
こ
ん
な
事
あ
っ
て
い
い
の
か
な
ァ

と
先
輩
達
に
申
し
訳
な
い
の
と
嬉
し
い
の

と
で
、
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

こ
れ
も
息
子
が
横
で
通
訳
と
適
格
な
ナ

ビ
を
し
て
く
れ
た
事
が
好
成
績
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
な
？
と
、
親
馬
鹿
に

な
っ
て
喜
ん
で
い
る
。

こ
の
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
は
、
最
近
世
界
的

に
流
行
し
て
い
る
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
が
、
決
し
て
た

だ
の
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
・
レ
ー
ス
で
は

な
く
、
ま
た
過
去
の
大
イ
ベ
ン
ト
の
光
景

を
路
上
に
再
現
し
、
「
今
も
ま
た
走
る
ぞ
！
」

と
、
皆
そ
れ
な
り
に
真
剣
で
あ
っ
た
。

ひ
た
す
ら
走
る
だ
け
で
な
く
、
夜
は
ベ
ッ

ト
で
寝
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
美
味
し
い

と
は
い
え
な
い
が
到
れ
り
尽
く
せ
り
の
ラ

ン
チ
と
デ
ィ
ナ
ー
、
高
価
な
ワ
イ
ン
や
シ
ャ

ン
パ
ン
等
々
。

前
夜
祭
、
後
に
は
表
彰
式
と
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
が
開
か
れ
る
自
動
車
の
世
界
で
最
も

綴
凸

『
』

山

■

Ｐｉｆ'霧ﾉう
,DＪ

霧呼

華
麗
な
る
祭
典
で
あ
っ
た
。

こ
の
豪
華
な
祭
典
を
運
営
さ
れ
て
い
る

置
屋
の
冨
昏
陰
画
委
員
会
の
皆
様
と
裏
方
で
働

い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
、
行
く

町
々
の
沿
道
で
惜
し
み
な
く
暖
か
い
声
援

を
送
っ
て
下
さ
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
Ⅱ

最
後
に
私
の
愛
車
（
岳
篭
年
ア
ス
ト
ン

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
マ
ン
）
に
感
謝
、
苛
酷

な
扱
い
に
耐
え
な
が
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
頑
張
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

衣
斐
孝
雄

道中には素晴し<美しい花畑が･･･青い車がよく似合う

癖

3日目ＳＩＥＮＡ多くの人々に歓迎されて
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黄

私
の
人
生
の
原
点
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
に
ふ
れ
た
時
期
が
あ
る
。
①
神
と

国
と
に
誠
を
尽
く
し
碇
を
守
り
ま
す
。

②
い
つ
も
他
の
人
々
を
助
け
ま
す
。
③

か
ら
だ
を
強
く
し
、
心
を
す
こ
や
か
に

徳
を
養
い
ま
す
。
ス
カ
ウ
ト
は
、
誠
実

で
あ
る
、
友
情
に
あ
つ
い
、
礼
儀
正
し

い
、
親
切
で
あ
る
、
快
活
で
あ
る
、
質

素
で
あ
る
、
感
謝
の
心
を
も
つ
。
こ
の

〃
ち
か
い
の
お
き
て
″
の
こ
と
ば
の
も

と
に
。
な
め
と
こ

滑
床
・
宇
和
島
の
鬼
ヶ
城
山
系
の
、

清
流
美
し
い
渓
谷
と
か
、
昭
和
天
皇
が

所
望
し
た
法
華
津
峠
、
景
勝
の
地
で
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。
小
学
高
学
年

の
頃
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
の
遊
び
と
訓
練
、

団
体
で
参
加
す
る
こ
と
に
心
湧
く
わ
く

参
加
し
て
、
そ
れ
か
ら
五
十
五
年
が
経

過
し
た
。
今
年
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
和

ゴ
ー
ゴ
ー

霊
隊
弱
神
戸
集
会
が
行
な
わ
れ
た
。
一
一

十
八
歳
だ
っ
た
西
田
義
雄
隊
長
が
、
八

十
一
歳
に
な
り
、
そ
の
頃
の
少
年
た
ち

が
六
十
～
七
十
歳
と
な
っ
た
。
そ
の
中

に
は
功
な
り
名
を
為
す
人
物
が
輩
出
し

て
い
る
。

そ
の
中
の
一
人
、
前
早
稲
田
大
学
総

長
・
奥
島
孝
康
氏
が
日
本
経
済
新
聞
に

連
載
し
て
い
た
「
青
春
の
道
標
」
・
書

き
出
し
に
、
「
満
天
の
星
空
の
下
の
深

い
森
の
中
で
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
「
遠

き
山
に
陽
は
落
ち
て
」
を
ハ
ミ
ン
グ
し

て
い
る
と
き
の
、
魂
が
打
ち
震
え
る
感

動
を
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
」
と
…
。

あ
の
少
年
の
頃
の
「
一
日
一
善
」
、

5０

KｆＪＰ 劃も

哩
一

聯鵬篭画Ｅ~唇

墨書i鶏
1１ １１

爵

鶏
蕊

樹
一

識駕鐘
ボーイスカウト和霊隊隊長・西田義雄さん、英子さん夫妻、

前早大総長・奥島孝康さんとともに、生田神社で
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塁型
詮詮

瀞'も

一一

砿砿

鋳
一卜

．＝－画

坐坐

Ｗ_藤，

#饗需

5１

ボーイスカウトを創設し、発展に尽くした

二荒芳徳の文学碑。二荒は宇和島伊達宗徳の九男

(宇和島・天赦園に建つ碑）

サンホテル神戸で行なわれた

懇親会。かつてのメンバー１４

人が隊長夫妻を囲んで。

巳詞

ス
カ
ー
フ
の
結
び
目
の
こ
と
…
。
そ
れ

ぞ
れ
隊
員
の
胸
の
中
に
は
今
で
も
あ
の

頃
の
感
動
が
生
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

五
十
五
年
後
の
今
、
私
は
、
宇
和
島

を
離
れ
て
、
神
戸
に
来
て
、
十
二
年
の

修
行
の
後
、
会
社
を
興
し
た
。

六
月
二
十
日
に
行
な
わ
れ
た
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
和
霊
弱
神
戸
集
会
に
は
、

か
つ
て
の
少
年
、
今
は
壮
年
、
鐸
々
た

る
メ
ン
バ
ー
が
神
戸
に
集
ま
っ
た
。
ま

ず
生
田
神
社
で
お
砿
い
を
し
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
生
田
神
社
の
川
崎
宮
司

と
、
宇
和
島
の
和
霊
神
社
の
三
輪
田
宮

司
が
国
学
院
大
学
の
同
窓
生
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
、
盛
り
上
っ
た
。
そ
の
後

の
懇
親
会
で
は
、
宇
和
島
に
残
る
歴
史

遺
産
、
文
化
遺
産
を
本
格
的
に
調
査
し

よ
う
、
宇
和
島
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
よ

う
と
血
気
盛
ん
。
今
も
少
年
の
よ
う
な

心
を
持
つ
皆
さ
ん
だ
っ
た
。
「
我
が
寿

命
百
二
十
五
歳
と
決
め
ま
し
た
余

命
六
十
年
今
三
十
五
歳
ぞ
」
・

今
井
啓
介
（
今
啓
パ
ー
ル
社
長
）

＝、堂潤
一
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･飢急

１‐-』

Ｌ･美と健康ｼﾘー ズ‘

創
世
紀
は
予
防
医
学
と
統
合
代
替
医
療

仁
丹
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
挑
戦
が
こ
こ
に

土井正義
(鯨会社井傾取締，
職会社仁丹ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ催店）

5２

皿
世
紀
は
、
予
防
医
学
と
統
合
（
代

替
）
医
療
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。
名

門
〃
森
下
仁
丹
（
株
）
〃
は
１
８
９
３

年
、
薬
種
商
「
森
下
南
陽
堂
」
と
し
て

生
れ
、
「
銀
粒
仁
丹
」
「
体
温
計
」
は
超

有
名
商
品
。

平
成
ｎ
年
岡
崎
康
雄
社
長
が
就
任
。

研
究
開
発
型
企
業
へ
の
転
換
を
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。

岡
崎
「
シ
ー
ム
レ
ス
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ

ル
技
術
」
（
国
際
特
許
取
得
）
を
開
発
し
、

医
薬
品
分
野
だ
け
で
な
く
健
康
食
品

６
年
前
に
沖
縄
の
海
で
と
れ
る
モ
ズ

ク
か
ら
抽
出
で
き
る
。
〃
フ
コ
イ
ダ
ン
〃

が
、
ガ
ン
細
胞
を
自
殺
状
況
に
導
い
て

死
滅
へ
追
い
込
む
と
い
う
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
、
第
弱
回
の
ガ
ン
学
会
で
発
表

さ
れ
た
の
で
す
。

土
井
凄
い
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
す
よ
。
私

は
１
９
９
９
年
に
、
株
式
会
社
仁
丹
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
代
理
店
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
、
注
目
の
フ
コ
イ
ダ
ン

の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
作
用
（
細
胞
の
自
殺
）

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
友
人
知
人
の
方

に
も
ぜ
ひ
フ
コ
イ
ダ
ン
の
こ
と
を
教
え
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
か
な
り
の
朗
報
で
す
。

清
水
今
は
沖
縄
モ
ズ
ク
か
ら
フ
コ
イ

ダ
ン
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
に
良
い

メ
シ
マ
コ
ブ
、
ア
ガ
リ
ク
ス
、
ス
エ
ヒ
ロ
タ
ケ

な
ど
を
フ
コ
イ
ダ
ン
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
、

仁
丹
の
ト
ッ
プ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
お

客
様
に
お
奨
め
し
て
い
る
訳
で
す
。

Ｆ
Ｕ
３
０
０
０
は
ド
ク
タ
ー
の
医
療
現

場
中
心
で
し
た
が
、
加
月
に
新
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
し
て
株
式
会
社
仁
丹
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
か
ら
大
々
的
に
一
般
に
売
り
出
し

ま
す
。

土
井
私
ど
も
代
理
店
も
〃
フ
コ
イ
ダ

ン
″
の
素
晴
ら
し
さ
を
商
品
と
し
て
お

届
け
出
来
ま
す
の
で
、
こ
の
秋
が
楽
し

み
で
す
。

蕊
分
野
に
も
進
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
予

防
医
学
と
代
替
医
療
に
〃
株
式
会
社

仁
丹
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
″
と
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
も
取
り
入
れ
た
健
康
食
品

の
新
規
事
業
が
急
成
長
し
て
い
ま
す
。

岡崎康雄
(森下仁丹株式会社
代表取締役社長）

清水展宣
(株式会社仁丹
ファインケミカル社長）

☆
新
し
い
医
療
意
識
の
統
合
医
療
と
は
？

清
水
西
洋
医
学
に
代
替
医
療
（
鍍
灸
、

気
功
、
温
泉
治
療
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
／
健
康
食
品
）
を
取
り
入

れ
て
行
か
な
い
と
、
生
活
習
慣
病
が
治

り
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
治
療
現
場
で

判
っ
て
来
ま
し
て
、
１
９
８
２
年
に
代

替
医
療
学
会
が
金
沢
で
初
め
て
開
か
れ

た
ん
で
す
よ
。

特
に
日
本
は
保
険
に
よ
っ
て
医
療
が
支

え
ら
れ
て
来
ま
し
た
の
で
、
鋤
数
年
遅

れ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
は

民
間
の
医
療
な
の
で
、
ド
ク
タ
ー
と
の
契

約
治
療
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
サ
プ
リ
メ
ン

ト
（
健
康
食
品
）
な
ど
の
代
替
医
療
で
ト
ー

タ
ル
に
治
療
す
る
意
識
が
早
か
っ
た
の

で
す
ね
。

１
９
９
４
年
に
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

出
資
会
社
と
し
て
仁
丹
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
仁
丹

の
健
康
食
品
は
、
医
療
現
場
で
医
薬
品

に
近
い
デ
ー
タ
ー
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
信
用
度
の
高
い
商
品
で
す
。
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5３

<海からのｴﾅジー D仁丹のフコイダンイ 』in池伽,sFucoidqn神3/FU宮3000

｡飲みやすいドリンクタイブ

仁丹のフコイダン 露鄭

#３ 画

フコイダンとは海藻類等に含まれる多糖類成分の総称で

部分的に硫酸化されたフコースを主構成成分としており

ます。褐藻類より抽出された｢フコイダン｣は､近年､数多

くの生理作用が見出されております。

ロ携帯に便利なレトルトタイブ

Flj画釧００
フコイダン+S菌糸体

オキナワモズク由来フコイダンに、

3種の菌糸体(スエヒロタケ、アガリ

クス､メシマコプ)を高溜唐に配合
した代替医療食品

副召し上がり方：

健康保持のため、１日１

～2パックを目安にコッ

プなどに注いでお召し上

がり下さい。水やジュー

スなどを混ぜて飯んで頂

いても結柵です。

、nと回凪

霞鋤'
Ｆ

塵墓麹雪犀’
面墾一一一…風建’

里垂建雪亀＝蕊

－－聖亀

株式会社仁丹ファインケミカル
大阪市中央区雫造1-1-30

｢フコイダン＋３/FU-3000｣は､こんな方におすすめしますｂ
‘.･､生活習慣病が気になる方ｅ心身の疲労を感じる方

荊病弱な方．#外食､レトルト食､肉食が多い方

、アルコール好きの方Ｇ野菜嫌いの方

、タバコがやめられない方●ダイエットしたい方

｡よく日焼けする方●美しさ､若々しさを保ちたい方
」

モズクより抽出されるフコイダンの生理作用に着目。

3種類のキノコ複合菌糸体エキス(アガリクス､メシマコブ､シイタケ)も配合。

ｆ

ｌ鳶'鱗謹織
l･畠』⑥脂質ｏｇ

⑨菌糸体１００ｍｇ

①栖貿４．１９

ｐナトリウム２３ｍｇ

、ヨウ素０ｍｇ

.召し上がり方:健康保持のため､１日1～3本を目安にお召し上がりください。

百ノコイツンと魅

海藻類に含まれる多糖類成分の総

称で部分的に硫酸化されたフコー

スを主構成成分としています｡褐

藻類より抽出された｢フコイダン」

は､近年､数多くの生理活性作用

が見いだされています。

長崎県男女群島の女島(メシマ)に

野生する桑の幹に寄生することか

らこの名がついたといわれていま

す。メシマコブ菌糸体を熱水抽出

したエキスは免疫力を活発にする

働きがあるといわれています。

陸

学名を「アガリクスフラゼイ」と

いい、原産地はブラジルです。

１９B0年の日本薬理学会、日本癌

学会総会等で制ガン効果が発表さ

れました。多糖体のβ-,再グルカン

を含んでいます。

ｽｴﾋ回タケ園頴鱒と畦

水溶性のβ-1-B-グルカンを豊富に

含んでいます。β-1-3-グルカンは

免疫賦活作用がありますが、水溶

性になると消化管免疫組織の機能

を高めやすいといわれています。

加齢により免疫力が低下した高齢

者の方に適しています。

｡綱iiiir総会社土井
エルムサボートクラブ

フコイダンココヨ

壷Ｏ１ａＯ－三ｓ１－９９４
画０１巳ロー＝Ｓ１－ｇｇ二
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巳

オーナー木原宮子さん

元町通の大人の遊び場“mIQU塵Ｇ剛…弧皿講群Ｆ

オープニングシャンソンパーティ

山

応

Ｅ凸

5４

肺
陣

幾
名Z

』

＝

山

震
災
の
一
年
前
に
元
町
５
丁
目
７
１
，
に

「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ャ
ト
ー
」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
木
原
富
子
さ
ん
は
２
０
０
３
年
５

月
１
日
に
元
町
５
丁
目
３
１
辺
南
側
の
つ

ゆ
き
ふ
と
ん
店
の
西
隣
り
に
、
１
Ｆ
は
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ャ
ト
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

２
Ｆ
は
ラ
イ
プ
サ
ロ
ン
と
大
人
の
遊
び
場

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

１
Ｆ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
世
界
の
古
美

術
骨
董
、
時
計
、
宝
飾
品
、
お
人
形
、
洋

服
、
靴
、
バ
ッ
グ
、
絵
画
、
古
い
着
物
か

ら
オ
モ
チ
ャ
ま
で
１
０
０
円
か
ら
買
え
る

日
用
雑
貨
ま
で
、
本
も
の
、
に
せ
も
の
何

で
も
ご
ざ
れ
の
玉
手
箱
の
よ
う
な
お
店

（
営
業
時
間
Ⅲ
時
～
肥
時
）
。

２
Ｆ
は
大
人
の
ラ
イ
プ
サ
ロ
ン
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
広
さ
に
ピ
ア
ノ
も
あ
り
シ
ャ

ン
ソ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
フ
ォ
ー
ク
、
艶
歌
な

ど
カ
ラ
オ
ケ
で
も
、
レ
ッ
ス
ン
場
に
自
由

に
使
え
る
楽
し
い
空
間
だ
（
営
業
時
間
皿

時
Ｉ
鯉
時
ま
で
）
・
食
べ
物
、
飲
み
物
は

持
込
ん
で
自
由
に
セ
ッ
ト
で
き
る
。

借
料
平
日
、
時
～
肥
時
・
鴫
時
～
塑
時
各
３
万
円

土
・
日
・
祝
叩
時
～
胆
時
・
唾
時
～
塑
時
各
４
万
円

2Fライブサロン

阪急「花隈訳Ⅲ口」より2分
地下鉄「池元町則ｕより2分
阪神「西元町mＵより3分

級斑Ｔ】【ＱＸＪＥＧ】IＩ【弧ｒ】E弧Ｕ
〒650-0022神戸市中央区元町通5丁目３－１２
ＴＥＬ（078)371-4004

至補戸．．，，．．．．．．

1F玉手箱のようなギャラリー
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去
る
四
月
四
日
に
、
南
京
町
を
愛
し
続
け
ら
れ
た
呉
信
就
前

理
事
長
が
亡
く
な
ら
れ
、
若
輩
な
が
ら
私
が
第
五
代
南
京
町
商

店
街
振
興
組
合
理
事
長
の
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
南
京
町
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
南
京
町
は
現
在
観
光
化
が
進
み
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
が

行
動
さ
れ
る
土
。
日
・
祝
日
、
ま
た
平
日
で
は
正
午
か
ら
五
時

ま
で
は
来
街
者
で
賑
わ
っ
て
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は
お

客
さ
ま
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

特
に
中
華
料
理
店
は
、
夜
の
お
客
さ
ま
が
大
切
で
、
ど
ち
ら

の
店
も
そ
の
時
間
帯
の
来
店
客
数
が
、
健
全
な
営
業
を
継
続
出

来
る
か
ど
う
か
を
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
観
光
地
化
」
も
一
つ
の
南
京
町
の
顔
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
来
は
神
戸
の
地
元
の
食
通
に
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
を
最
大
の
「
売
り
」
に
し

て
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

現
在
の
よ
う
な
進
ん
だ
情
報
社
会
で
は
「
本
物
の
味
」
す
な

わ
ち
「
気
合
い
の
は
い
っ
た
」
料
理
人
が
、
良
い
食
材
を
使
っ

て
調
理
し
た
料
理
は
必
ず
、
短
期
間
の
間
に
そ
の
す
ば
ら
し
さ

を
世
間
に
衆
知
さ
れ
ま
す
。
た
だ
そ
れ
に
よ
っ
て
、
来
店
客
が

増
え
た
と
し
て
も
、
決
し
て
店
の
方
針
を
変
え
ず
、
多
店
舗
展

開
を
し
な
い
頑
固
さ
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

右
に
あ
げ
た
よ
う
な
料
理
店
が
す
で
に
南
京
町
内
で
数
店
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
残
念
な
の
が
、
そ
の
数
が
ま
だ
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
元
神
戸
っ
子
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
一
軒
で
も
早
期

に
「
神
戸
の
グ
ル
メ
を
魅
了
す
る
」
料
理
店
が
増
え
る
こ
と
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
今
後
南
京
町
が
生
き
の
こ
る
唯
一
の

道
と
思
わ
れ
ま
す
。

理
事
長
と
い
う
立
場
を
超
え
て
、
近
い
将
来
必
ず
や
、
南
京

町
の
全
店
舗
が
推
薦
店
と
な
る
日
が
来
る
と
強
く
信
じ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
私
の
意
見

地
一
元
の
方
に

愛
さ
れ
る
南
京
町
へ

曹
英
生

（
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
）
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塚
本
邦
雄
・
選

歌
集

生
ポ
エ
ム
。
ド
・
コ
ウ
ベ

か
う
じ
ゃ
く

「
菅
畳
」

へ
ぐ
り

く
ま
が
し

う
ち
つ
づ
く
病
に
く
じ
け
ぬ
君
の
た
め
平
群
の
山
の
熊
白
樫
の
葉
を

き
ぬ

「
菅
書
八
重
、
皮
国
費
八
重
、
施
匿
萱
」
弟
橘
媛
と
も
し
と
想
ふ

か
た
ま
り
の
蛍
火
ふ
い
に
沢
に
会
ひ
書
か
け
か
れ
つ
朝
戸
出
の
君

中
井
登
起
子

よ
り

5６
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「
露
の
花
寄
」

寅
年
の
寅
月
寅
の
日
生
ま
れ
な
り
重
ね
て
お
も
ふ
「
撮
州
合
邦
辻
」

ぬ
し

せ
う
せ
つ

皮
コ
ー
ト
ぬ
け
殻
の
ご
と
吊
さ
れ
て
主
の
な
き
ま
ま
今
日
は
小
雪

い
ち
ま

か
う

市
松
人
形
一
対
花
そ
ふ
る
な
き
夕
闇
に
ひ
と
す
ぢ
の
香
寂
と
ゆ
ら
げ
り

別
れ
よ
り
半
年
経
し
も
や
す
ら
は
い
か
な
し
み
に
置
く
露
の
花
寄

夕
陽
丘
に
沈
む
夕
陽
に
は
っ
か
な
り
黄
泉
路
は
わ
れ
に
い
ま
だ
遥
け
し

血
珊
瑚
の
二
連
の
数
珠
は
う
つ
し
み
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
京
数
珠
屋
町

草
の
原
か
ぜ
の
通
ひ
路
樟
そ
よ
ぐ
わ
が
ふ
る
さ
と
は
こ
こ
と
知
る
べ
し

銀
の
匙
ふ
た
り
の
花
文
字
消
ゆ
る
な
し
わ
れ
は
花
野
に
花
と
こ
た
へ
む

残
さ
れ
し
身
の
は
か
な
さ
に
方
影
の
月
の
み
ぞ
照
る
通
夜
と
な
り
た
り

ゐ
や

別
離
と
は
か
く
も
は
か
な
く
天
命
と
逝
き
た
る
君
に
ひ
ら
に
潅
す
る

「
方
影
の
月
」

5７

「
花
こ
そ
花
』

ベ
タ
ー
ハ
ー
フ
ワ
ー
ス
ト
ハ
ー
フ

好
伴
侶
悪
伴
侶
を
繰
り
返
し
た
だ
の
伴
侶
の
ひ
と
日
残
雪
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れ
ん
さ
い
随
想
／
②

創
刊
四
十
二
周
年
記
念
復
刻
版
名
作
シ
リ
ー
ズ

い
ま
の
神
戸
の
お
話
が
し
た
い
が
、
や
っ
ぱ
り
東
京
ず
ま
い
に
な
っ
て
二
十

年
。
そ
れ
で
神
戸
．
：
…
と
い
う
と
ど
う
も
昔
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
も
そ
の
「
神
戸
」
が
む
や
承
と
懐
し
い
。
い
ま
の
神
戸
と
い
え
ば
今
年

の
五
月
に
私
の
甥
が
結
婚
し
て
、
そ
れ
で
国
際
会
館
で
そ
の
式
を
挙
げ
て
、
そ

の
足
で
な
ん
と
そ
の
花
婿
花
嫁
と
花
婿
の
両
親
と
両
家
の
知
人
一
同
で
生
田
筋

の
「
ム
ー
ン
ラ
ィ
ト
」
に
出
向
い
て
、
そ
こ
で
新
婚
夫
婦
を
か
こ
ん
で
も
う
一

度
乾
盃
し
て
、
あ
げ
く
の
は
て
に
ぷ
ん
な
で
踊
り
だ
し
て
、
新
婚
夫
婦
の
踊
る

横
で
そ
の
初
老
両
親
が
こ
れ
ま
た
昭
和
は
じ
め
の
ス
テ
ッ
プ
で
踊
っ
て
い
る
の

を
見
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
神
戸
だ
な
あ
…
…
そ
う
思
う
の
で
あ
っ
た
。
私
は

飲
め
な
い
踊
れ
な
い
…
…
そ
れ
で
ボ
ン
ャ
リ
と
そ
の
楽
し
き
風
景
を
眺
め
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
テ
ー
ブ
ル
の
は
る
か
向
う
の
四
人
の
二
組
外
人
夫

婦
が
し
き
り
に
私
に
手
を
振
っ
て
い
る
。
な
ん
で
あ
ろ
う
と
、
ち
ょ
っ
と
耳
か

神
戸
の
こ
と

手
当
り
次
第

淀
川
長
治

え
。
松
本
宏

J胴

九
六
二
年
九
月
号
掲
載
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5９

た
む
け
笑
顔
で
振
り
む
く
と
、
向
う
も
半
分
手
ま
ね
で
、
手
を
ニ
ギ
ニ
ギ
し
て

見
せ
て
、
そ
れ
か
ら
人
指
し
指
で
自
分
の
胸
を
さ
し
て
云
う
こ
と
が
「
い
つ
も

ア
ン
タ
の
テ
レ
ビ
見
て
ま
っ
せ
」
…
…
「
ア
ン
タ
の
ハ
ー
ト
は
な
か
な
か
ヨ
ロ

シ
ま
つ
せ
、
わ
し
や
好
き
や
」
…
…
ま
さ
か
外
人
が
そ
ん
な
関
西
べ
ん
は
使
い

は
せ
ぬ
が
、
神
戸
と
い
う
と
こ
ろ
、
そ
し
て
神
戸
と
い
う
と
こ
ろ
の
外
人
の
英

語
に
私
は
そ
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
そ
う
聞
こ
え
る
の
が
妙
で
あ
っ
た
。
さ

て
若
夫
婦
は
一
夜
お
い
て
そ
の
翌
日
シ
ャ
ア
ジ
ャ
ア
と
九
州
へ
ハ
ー
ー
ム
ー
ン
に

出
か
け
て
行
っ
た
。
と
こ
い
ら
に
も
、
い
か
に
も
神
戸
っ
子
ら
し
い
匂
い
が
し

た
。
ま
た
あ
の
晩
の
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
一
目
の
ぞ
い
て
も

そ
の
な
ん
と
な
し
の
洗
練
さ
れ
た
室
内
の
飾
り
つ
け
、
け
ば
け
ば
し
さ
の
な
い

あ
か
抜
け
さ
・
…
：
や
っ
ぱ
り
「
神
戸
」
は
生
き
て
い
る
…
…
へ
ん
な
云
い
方
だ

が
私
は
そ
う
思
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
×
×

今
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
か
し
神
一
戸
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
「
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
・
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
洋
食
屋
…
…
い
ま
で
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
が
一
一
一
つ
く
ら
い
で
い
つ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な
小
さ
な
店
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
の
チ
キ
ン
・
フ
ラ
イ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
野
菜
サ
ラ
ダ
も
実
に
見
事

で
あ
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
・
ク
ロ
ス
が
純
白
で
洗
い
た
て
で
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク

が
ピ
カ
ピ
カ
し
て
、
そ
の
ナ
イ
フ
の
よ
く
切
れ
る
こ
と
…
…
実
は
、
そ
れ
よ
り

も
こ
こ
で
私
は
妙
な
こ
と
に
感
心
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は

こ
こ
へ
御
婦
人
づ
れ
で
行
っ
て
チ
キ
ン
。
フ
ラ
イ
を
注
文
す
る
と
、
出
来
あ
が

っ
た
そ
の
チ
キ
ン
の
、
か
な
ら
ず
だ
き
承
と
い
う
の
で
あ
る
の
か
し
ろ
承
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
か
チ
キ
ン
の
一
番
や
わ
ら
か
な
ほ
う
を
御
客
の
婦
人
の
ほ
う
に

つ
け
る
。
男
の
ほ
う
も
そ
れ
で
い
て
な
か
な
か
う
ま
い
チ
キ
ン
・
フ
ラ
イ
で
あ

る
の
だ
が
、
婦
人
向
け
と
男
子
向
き
を
考
え
て
出
す
レ
ス
ト
ラ
ン
は
私
は
こ
こ

以
外
行
き
当
っ
た
こ
と
が
な
い
。
聞
け
ば
こ
こ
の
き
れ
い
な
オ
・
ハ
ァ
チ
ャ
ン
主

人
は
外
人
屋
敷
の
女
コ
ッ
ク
さ
ん
だ
と
云
う
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ど
う

し
て
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
」
な
ど
と
い
う
店
名
が
つ
い
て
い
る
か
と
い

う
と
、
こ
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
四
角
い
店
の
外
が
わ
は
す
っ
か
り
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
色
の
。
ヘ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
四
角
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
思
い

出
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
っ
た
。
．
も
ち
ろ
ん
洋
菓
子
も
な
か
な
か
う
ま
い
の
が
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型Ｐ

患！
4侭少

あ
っ
た
が
、
私
は
こ
こ
の
ナ
イ
フ
の
切
れ
あ
ぢ
の
い
い
の
が
好
き
で
、
シ
ャ
キ

ッ
と
一
切
れ
で
心
地
よ
く
ビ
ー
フ
・
カ
ツ
や
チ
キ
ン
の
切
れ
る
の
が
た
ま
ら
な

く
う
れ
し
か
っ
た
。

×
×

バ
ラ
ヶ
ッ
…
…
と
い
う
の
を
御
存
知
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
バ
ラ
の
花
の
一

種
で
は
な
い
。
神
戸
の
特
産
で
不
良
青
少
年
の
こ
と
で
あ
る
。
関
西
で
も
一
番

柄
の
悪
い
の
が
神
戸
と
兵
庫
で
、
兵
庫
の
ほ
う
は
少
し
大
人
っ
ぽ
く
っ
て
ご
ろ

つ
き
ス
タ
イ
ル
。
こ
れ
が
少
し
ハ
イ
カ
ラ
と
な
る
と
・
ハ
ラ
ケ
ッ
だ
。
今
日
、
愚

連
隊
な
ど
と
意
張
っ
て
い
る
が
神
戸
は
そ
ん
な
の
は
と
っ
く
の
昔
か
ら
扇
ハ
ラ
ケ

ッ
の
名
で
盛
ん
だ
っ
た
。
「
お
い
、
お
ま
い
チ
ョ
ッ
ト
笑
ろ
た
ろ
か
」
こ
の
わ

る
た
る
か
と
い
う
こ
と
ば
喜
ろ
と
ば
せ
て
や
ろ
う
か
と
云
う
こ
と
で
は
な
い

「
泣
か
し
て
や
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
私
も
三
の
宮
か
ら
電
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
と
き
五
、
六
人
の
バ
ラ
ケ

ッ
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
。

「
あ
の
な
、
す
ま
ん
が
電
車
賃
借
し
て
ん
か
」
私
は
ド
キ
ン
と
し
た
が
「
な

ん
で
や
」
と
問
い
返
し
た
。
「
な
い
さ
か
い
、
た
の
ん
で
ん
ね
や
」
そ
の
一
人

が
ワ
ヵ
ッ
ト
ル
ャ
ロ
と
い
う
顔
で
そ
う
云
う
。
と
こ
ろ
が
こ
っ
ち
も
こ
っ
ち
、

「
あ
ほ
ら
し
い
、
な
ん
で
ま
た
ウ
チ
が
借
さ
ん
な
ら
ん
の
ん
」
・

そ
れ
で
顔
を
借
し
て
…
…
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
私
は
承
ん
な
に
取
り
ま
か

れ
て
近
く
の
居
留
地
の
公
園
に
行
っ
た
。
夜
も
十
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
松

の
根
も
と
に
ペ
ン
チ
が
あ
っ
て
電
灯
が
う
す
ぐ
ら
く
足
も
と
を
照
ら
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
「
と
ら
、
お
ま
え
、
ア
ホ
か
」
と
一
人
が
私
の
胸
を
こ
つ
い
た
。

「
そ
ん
で
も
知
ら
ん
モ
ン
に
金
借
す
ア
ホ
あ
る
や
ろ
か
」
…
…
そ
こ
へ
私
服

の
お
巡
り
が
き
て
私
た
ち
は
そ
っ
く
り
ぷ
ん
な
揃
っ
て
交
番
に
連
れ
て
行
か
れ

た
そ
の
と
き
そ
の
私
服
が
私
の
背
中
を
ド
ン
と
押
し
て
「
と
ら
、
承
ん
な
来

い
」
そ
の
連
行
（
れ
ん
こ
う
）
と
い
う
よ
う
な
味
を
今
で
も
思
い
出
す
。

話
が
わ
か
り
私
は
「
気
い
つ
け
な
ア
カ
ン
で
え
」
と
云
わ
れ
私
一
人
放
り
出

さ
れ
た
が
、
や
っ
ぱ
り
私
に
も
そ
の
神
戸
っ
子
の
．
ハ
ラ
ケ
ッ
の
血
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
今
に
し
て
思
う
と
、
あ
れ
で
は
半
殺
る
し
に
も
な
り
か
ね
ま
い
と

ゾ
ッ
と
す
る
。

（
映
画
評
論
家
）
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一
紳

一
継
即
夢

一
九
六
七
年
二
月
号
掲
載

女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
寺

女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女

Ｉ
…
…
…
縫
続
電

女

あ
っ
て
、
自
分
の
本
当
の
顔
は
知
ら
な

女女

い
も
の
だ
。

女女女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女

6１

毎
日
そ
の
時
間
が
く
る
と
化
粧
す
る
女

八
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
型
Ｖ

化
粧
な
ど
必
要
で
な
い
と
思
っ
て
い
る

女
八
エ
リ
ー
ト
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
型
Ｖ

化
粧
を
し
た
こ
と
に
安
心
し
喜
び
を
感

じ
る
女
八
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
型
Ｖ

半
日
を
化
粧
に
か
か
る
女
八
道
路
工
事
型
Ｖ

人
よ
り
変
っ
た
化
粧
を
し
た
が
る
女

八
ピ
エ
ロ
型
Ｖ

化
粧
を
し
て
い
る
時
だ
け
女
性
で
あ
る

と
感
じ
る
女
八
元
女
性
型
Ｖ

同
性
に
対
し
て
化
粧
す
る
女

八
あ
さ
は
か
型
Ｖ

男
性
に
対
し
て
化
粧
す
る
女八
当
前
型
Ｖ

外
出
の
時
に
だ
け
化
粧
す
る
女

八
付
焼
刃
型
Ｖ

食
後
す
ぐ
化
粧
を
な
お
す
女

八
条
件
反
射
型
Ｖ

専
門
家
に
化
粧
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

最
高
と
思
っ
て
い
る
女

八
あ
や
つ
り
人
形
型
Ｖ

Ｔ
・
Ｐ
．
Ｏ
と
称
し
て
化
粧
を
変
え
る

女
八
七
面
鳥
型
Ｖ

目
と
口
だ
け
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
く
化
粧

を
す
る
女
ハ
オ
バ
Ｑ
型
Ｖ

男
に
女
の
化
粧
の
こ
と
な
ぞ
解
る
も
の

か
と
思
っ
て
い
る
女
八
主
婦
連
型
Ｖ

結
局
い
く
ら
化
粧
し
て
も
、
鏡
に
写
っ

て
い
る
顔
に
化
粧
を
し
て
い
る
だ
け
で

あ
っ
て
、
自
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